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故赤羽新太郎教授の訃報に接したのは，学内ポータルからのメールを受けたときであった。そろそろ来年
度の担当科目と時間割を決めねばならない頃であり，先生が御担当することができるか否かを心配している
矢先であった。というのも，故人と同窓生である風間信隆明治大学教授が半年前に電話したところ，電話を
早く切って欲しい旨であったということを，私は彼から聞いていたからである。元来，故人は，普段電話で
長時間話すのが常であるが，これまでとは異なり，これは体が快方に向かっているのではない，と感じたそ
うである。
故人との出会いは，学会ではなく彼が本商学部に赴任してからである。研究領域は，故人が経営学，私が
会計学ということで，部分的に重なるところもあって，商学研究所の研究助成を得て共同研究を行ったこと
もある。その成果報告書は，故人編著「経営の新潮流―コーポレートガバナンスと企業倫理―」（専修大学
商学研究所叢書6，白桃書房，2007年）である。この成果を土台にして，2009年には，「CSRグランド戦略」
（白桃書房）を故人と私の編著で出版したのは，記憶に新しい。この書物の中に，エプスタイン，カリフォ
ルニア大学バークレー校名誉教授から寄せられた論文がある。私が30年以上前の大学院生の時に論文を精読
したことのあるエプスタイン教授から玉稿を賜ったことは，驚きであり，喜びであった。これも，単なる留
学の引受先の先生という理由だけではなく，故人の人格によって論文を書いて下さったと思っている。
また，サバティカル（研究休暇）に入る前，博士論文の審査委員長をしていたころ，体力が弱ってきてい
るにもかかわらず，審査対象論文を懸命に読んでおられたことを思い出す。故人は，専修大学に入職する前
からの研究会（企業研究会）の先輩である恩人のために，気力で仕事を全うするということを言われてい
た。大学院商学研究科委員会の時，小声で手を震わせながらも，審査委員長として懸命に論文の審査報告を
していたのである。このことからも，故人は，義理深さ，これまでの温情を忘れずに日々送っていたことを
感じざるを得ない。
国際学会に幾度か御一緒させていただいたこともある。1994年経営学会国際連合（IFSAM）フランス・
パリ大会および東アジア経営学会国際連合（IFEAMA）中国吉林省・長春大会のときのお話は，いまも強く
私の記憶に残っている。本人の研究テーマは，先進国の国際経営をテーマとしているが，しかし今後発展す
る国の経営学も研究しないと我国の企業は，停滞してしまうこととなる。そのため，自分は欧米の経営学を
それ以外の国の経営に結びつけて今後経営学の研究をしたいとの抱負を語られていた。長春大会での故人の
報告は，まさに欧米，日本と中国の経営の問題点を指摘し，今後の展望を行っていたと記憶している。この
ような視点に立った研究は，生前一貫して取ってきた姿勢である。
また，パリ大会でのギャラ・ディナー（懇親会）の会場がバトー・ムッシュという船の上で行われ，船が
2回半回転して大喜びしていた姿や，長春大会では南湖賓館というホテルに御一緒してコーヒーを飲んだこ
とを思い出す。その時，このホテルは解放改革前から政府高級官僚が利用し，毛沢東もたびたび夏になると
避暑のために来ていたということを聞いて感心していた姿も，昨日のことように思われる。そして故人は，
中国に来ると「毛沢東に似ている」と言われたこともあるということを私に喜びながら話していたことも
あった。
明治大学のリバティ・タワー岸本辰雄ホール（23階）で開催された学位論文（博士乙）授与式には私も列
席し，論文内容を持ち時間を大幅に超えて熱心に，気合を入れて報告していたことも私の脳裏をかすめる。
その後夫人も和服で同席された懇親会では，これからも研究・教育に邁進する覚悟を語られていた。
以上のように，人間性を感じながら，研究・教育に生涯を尽くしてきた商学部の一メンバーを欠くこと
は，あまりにも残念でならない。しかしながら，人間の命が無限でないことを真摯に受け止め，安らかに旅
立つことを祈るのみである。
